
期
の
輸
入
医
学
よ
り
、
や
が
て
中
期
の
水
戸
藩
医
学
の
自
立
と
な
り
、

晩
期
に
は
他
に
類
を
見
な
い
光
輝
あ
る
業
績
を
挙
げ
る
に
い
た
っ
た
過

程
が
述
べ
ら
れ
る
。

第
八
章
で
は
基
礎
医
学
と
し
て
の
解
剖
学
、
応
用
医
学
と
し
て
の
針

灸
学
を
観
察
し
、
ま
た
水
戸
藩
の
代
表
的
疾
患
を
各
々
の
時
代
に
つ
い

て
、
疾
病
観
と
そ
れ
に
基
づ
く
医
療
の
変
遷
を
検
討
し
て
い
る
。

第
九
章
で
は
水
戸
藩
の
医
師
た
ち
が
、
藩
の
儒
者
と
の
交
流
の
う
ち

に
支
援
を
う
け
、
と
き
に
は
激
励
さ
れ
、
と
き
に
は
鋭
い
批
判
を
浴
び

な
が
ら
も
、
幕
末
藩
内
外
の
動
乱
の
中
で
精
進
を
続
け
て
い
た
様
子
が

描
か
れ
る
。

第
十
章
は
水
戸
藩
医
学
の
特
色
と
し
て
、
原
南
陽
と
本
間
家
の
蔵
書

目
録
、
水
戸
藩
医
家
墨
跡
、
水
戸
藩
医
学
史
年
表
な
ど
が
あ
り
、
本
書

の
ま
と
め
と
な
っ
て
い
る
。

本
書
は
別
添
の
人
名
・
事
項
索
引
を
含
め
て
千
頁
ち
か
い
巨
著
で
、

と
て
も
一
気
に
読
み
通
せ
る
害
で
は
な
い
が
、
こ
こ
に
発
掘
さ
れ
、
明

ら
か
に
さ
れ
た
史
実
に
は
計
り
知
れ
な
い
価
値
が
あ
る
。
今
後
は
江
戸

期
の
医
学
史
研
究
に
も
必
須
の
文
献
と
な
る
だ
ろ
う
し
、
後
世
に
残
る

名
著
と
い
っ
て
も
過
言
は
な
い
。

（
典
柳
誠
）

〔
ぺ
り
か
ん
社
“
｜
Ｔ
川
ｌ
岬
東
京
都
文
京
区
本
郷
二
’
二
四
’
四
、
丑
○

三
’
三
八
一
四
’
八
五
一
五
、
一
九
九
六
年
十
二
月
発
刊
、
菊
判
函
入
、

九
五
九
頁
、
索
引
二
六
頁
、
一
八
、
○
○
○
円
〕

い
ふ
な

織
田
五
二
七
著

『
杏
仁
浪
漫
日
本
医
学
外
史
古
医
法
よ
り
藺
方
ま
で
」

著
者
は
佐
賀
県
で
三
百
年
以
上
も
連
綿
と
つ
づ
い
て
い
る
医
家
の
十

三
代
目
の
医
師
で
あ
り
、
病
院
の
経
営
や
全
日
本
病
院
協
会
の
顧
問
な

ど
多
忙
の
日
々
を
送
り
な
が
ら
、
一
方
で
日
本
ペ
ン
ク
ラ
ブ
や
文
芸
家

協
会
の
作
家
と
し
て
健
筆
を
振
っ
て
い
る
方
で
あ
る
。
『
海
の
戦
士
の
物

語
」
『
人
生
ロ
マ
ン
の
日
々
』
『
大
正
ノ
ス
タ
ル
ジ
ア
」
「
た
そ
が
れ
の
我

が
日
々
」
『
ウ
イ
ル
ス
は
神
の
使
い
か
」
『
碧
老
録
」
な
ど
次
々
に
出
版

さ
れ
て
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
も
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
た
び
満
八
十
歳
の

傘
寿
を
記
念
し
て
十
冊
目
の
本
書
を
執
筆
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

著
者
の
家
に
は
、
神
農
像
を
は
じ
め
古
医
書
が
二
百
数
十
冊
も
秘
蔵

さ
れ
て
お
り
、
そ
の
貴
重
な
資
料
は
既
に
佐
賀
医
大
解
剖
学
の
穐
吉
敏

男
教
授
ら
に
よ
っ
て
研
究
整
理
せ
ら
れ
て
「
鹿
島
織
田
家
の
古
医
書
」

と
し
て
刊
行
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
漢
方
医
言
は
六
十

三
種
百
三
十
八
冊
で
あ
り
、
残
り
は
藺
方
関
係
で
あ
る
が
、
著
者
の
祖

父
の
織
田
良
益
は
緒
方
洪
庵
の
適
塾
に
学
ん
だ
渋
谷
良
平
に
師
事
し
て

蘭
学
を
修
め
た
人
で
あ
る
。
そ
し
て
良
益
が
一
宇
一
字
丁
寧
に
鴦
ペ
ン

で
写
し
た
蘭
害
の
写
本
を
み
て
そ
の
勤
勉
努
力
に
驚
き
、
更
に
ま
た
沖

縄
県
の
コ
レ
ラ
流
行
を
記
し
た
「
織
田
良
益
虎
烈
刺
論
」
の
著
述
を
読

ん
で
、
良
益
が
寝
食
を
忘
れ
て
病
人
の
治
療
に
当
り
予
防
対
策
に
奔
走

し
た
そ
の
献
身
ぶ
り
を
知
っ
て
深
く
感
動
し
た
の
が
本
書
執
筆
の
動
機

と
な
っ
て
い
る
。
本
書
の
終
り
近
く
に
著
者
は
「
わ
が
家
の
古
医
書
を

み
て
、
い
つ
の
時
代
も
そ
れ
な
り
の
人
が
い
て
必
死
に
努
力
精
進
し
た
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の
だ
な
あ
、
と
感
動
し
、
浅
学
非
才
を
か
え
り
み
ず
、
膨
大
な
文
献
を

整
理
し
、
書
き
す
す
ん
で
い
る
う
ち
に
、
ロ
マ
ン
を
感
じ
、
「
浪
漫
日
本

医
学
外
史
・
古
医
法
よ
り
蘭
方
ま
で
』
と
題
し
た
の
で
あ
る
」
、
と
記
さ

れ
て
い
る
。

そ
れ
で
は
著
者
は
ど
ん
な
人
々
に
ロ
マ
ン
を
感
じ
た
の
で
あ
ろ
う

か
。
本
書
は
次
の
よ
う
な
六
つ
の
章
に
分
け
ら
れ
て
物
語
が
進
め
ら
れ

て
い
る
。
即
ち

第
一
部
古
医
法
ｌ
古
代
よ
り
中
世
ま
で

第
二
部
日
本
の
医
学
・
医
療
の
流
れ

第
三
部
南
蛮
・
紅
毛
医
学
の
渡
来

第
四
部
シ
ー
ボ
ル
ト
と
弟
子
た
ち

第
五
部
ポ
ン
ペ
と
松
本
良
順

第
六
部
適
塾
・
緒
方
洪
庵

、
と
い
う
各
章
で
あ
る
。

ま
ず
第
一
部
で
は
、
中
国
か
ら
の
医
学
医
療
の
伝
来
に
は
造
陪
使
、

遣
唐
使
そ
し
て
留
学
僧
た
ち
の
功
績
が
大
き
い
こ
と
を
述
べ
て
、
最
澄
、

空
海
お
よ
び
僧
玄
防
を
と
り
あ
げ
て
い
る
。
道
教
や
易
占
と
結
び
つ
い

た
密
教
が
読
経
、
呪
術
、
薬
物
や
土
木
に
よ
り
医
療
福
祉
に
寄
与
し
た

こ
と
や
、
拝
火
教
に
よ
る
ペ
ル
シ
ャ
文
化
や
薬
物
の
伝
来
な
ど
、
わ
が

国
の
医
学
に
宗
教
が
密
接
に
か
か
わ
っ
た
こ
と
を
く
わ
し
く
語
ら
れ
て

い
る
。第

二
部
は
日
本
人
に
よ
る
医
学
医
療
の
歴
史
を
辿
っ
て
お
り
、
一
般

民
衆
の
心
と
身
体
の
病
い
の
た
め
に
僧
医
た
ち
が
活
躍
し
た
こ
と
や
、

や
が
て
日
本
独
自
の
医
学
が
生
ま
れ
た
こ
と
な
ど
を
述
べ
て
い
る
。
そ

し
て
日
本
最
初
の
解
剖
を
敢
行
し
た
山
脇
東
洋
と
、
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
な

が
ら
山
本
周
五
郎
の
「
赤
ひ
げ
先
生
」
を
と
り
あ
げ
て
熱
っ
ぽ
く
語
ら

れ
て
い
る
。

第
三
部
で
は
南
蛮
医
学
の
ア
ル
メ
イ
ダ
と
フ
ェ
レ
イ
ラ
を
と
り
あ
げ

て
、
そ
の
あ
ふ
れ
る
人
間
愛
も
語
っ
て
い
る
。
つ
づ
い
て
長
崎
出
島
の

蘭
館
医
の
テ
ン
・
レ
イ
ネ
、
ケ
ン
ペ
ル
、
ツ
ェ
ン
ベ
リ
ー
そ
し
て
シ
ー

ポ
ル
ト
ら
に
ふ
れ
て
、
遠
い
異
国
の
未
知
の
文
化
に
寄
せ
る
彼
ら
の
関

心
と
熱
意
を
述
べ
て
い
る
。

第
四
部
は
シ
ー
ポ
ル
ト
と
そ
の
門
人
た
ち
の
ス
ト
ー
リ
ー
で
あ
る

が
、
た
ま
た
ま
一
九
九
六
年
が
シ
ー
ボ
ル
ト
の
生
誕
二
百
年
に
当
り
、

ま
た
ジ
ェ
ン
ナ
ー
の
牛
痘
法
開
発
二
百
年
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
シ
ー

ボ
ル
ト
が
詳
し
く
語
ら
れ
て
い
る
。
著
者
は
彼
が
患
者
を
通
じ
て
実
地

に
臨
床
講
義
を
行
な
い
、
薬
草
や
薬
学
を
教
え
、
種
痘
法
を
伝
え
る
な

ど
、
そ
の
大
き
な
功
績
と
彼
の
パ
イ
オ
ニ
ア
精
神
と
を
高
く
評
価
し
て

い
る
Ｏ第

五
部
で
は
ポ
ン
ペ
が
気
迫
に
満
ち
た
律
気
な
教
師
で
あ
り
、
は
じ

め
て
正
式
な
医
学
教
育
を
行
な
い
、
洋
式
病
院
を
作
っ
た
足
跡
を
語
っ

て
、
門
弟
か
ら
神
と
ま
つ
ら
れ
る
程
に
慕
わ
れ
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

そ
し
て
ポ
ン
ペ
を
助
け
て
よ
く
そ
の
功
を
な
さ
し
め
た
門
人
の
松
本
良

順
の
苦
心
と
勇
気
と
に
も
筆
を
進
め
て
い
る
。

最
後
の
第
六
部
は
緒
方
洪
庵
が
語
ら
れ
て
い
る
。
洪
庵
は
多
く
の
訳

書
を
出
し
て
西
洋
医
学
を
教
え
、
種
痘
の
普
及
に
つ
と
め
、
コ
レ
ラ
の

た
め
に
奔
走
し
た
。
病
者
を
み
る
と
心
か
ら
同
情
し
、
使
命
感
に
燃
え

て
医
療
に
当
り
、
情
熱
を
も
っ
て
門
弟
を
教
育
し
た
洪
庵
に
は
、
凛
と
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し
た
気
塊
と
不
抜
の
勇
気
が
あ
っ
た
、
と
語
ら
れ
て
い
る
。

本
書
は
医
史
学
の
研
究
書
と
し
て
書
か
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
「
ロ
マ

ン
的
に
、
情
緒
的
に
」
書
か
れ
た
医
学
外
史
で
あ
る
。
そ
し
て
著
者
が

と
り
あ
げ
た
先
人
た
ち
の
暹
し
い
意
志
と
激
し
い
情
熱
が
つ
く
り
出
す

ド
ラ
マ
は
、
読
者
の
心
に
何
か
を
語
り
か
け
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
科

学
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
少
な
い
わ
が
国
に
、
こ
の
よ
う
な
読
み
や
す
い

医
学
物
語
が
次
々
と
刊
行
さ
れ
る
こ
と
を
熱
望
す
る
次
第
で
あ
る
。

（
津
田
進
三
）

〔
致
知
出
版
社
二
Ｔ
剛
ｌ
加
東
京
都
渋
谷
区
神
宮
前
六
’
一
二
’
一
八
、

窓
○
三
（
三
四
○
九
）
五
六
三
二
、
平
成
九
年
六
月
発
行
、
Ａ
５
判
、

三
二
八
頁
、
本
体
価
格
一
五
○
○
円
〕

ｎ
本
眼
科
学
会
百
問
年
氾
念
誌
編
纂
委
興
会
編

『
日
本
眼
科
学
会
百
周
年
記
念
誌
』
全
七
巻

日
本
眼
科
学
会
は
、
明
治
三
十
年
第
一
回
の
学
術
総
集
会
を
開
催
し

た
。
平
成
八
年
に
第
百
回
の
学
術
総
集
会
が
開
催
さ
れ
解
剖
学
会
に
つ

い
で
二
番
目
、
臨
床
医
学
系
で
は
、
第
一
番
目
と
な
っ
た
。
こ
れ
を
記

念
し
て
百
周
年
記
念
事
業
が
行
わ
れ
、
近
代
眼
科
の
記
録
を
出
来
る
限

り
整
理
し
、
先
人
の
歩
ん
で
来
た
道
を
学
び
、
こ
れ
を
後
世
に
残
す
と

言
う
、
学
会
の
一
つ
の
大
き
な
目
標
が
全
七
巻
総
頁
数
約
二
千
五
百
頁

（
総
重
量
約
８
ｋ
ｇ
）
に
及
ぶ
百
周
年
記
念
誌
の
発
刊
で
あ
っ
た
。

日
本
眼
科
学
会
で
は
既
に
六
十
年
史
、
七
十
年
史
、
八
十
年
史
、
九

十
年
史
を
発
行
し
、
い
ず
れ
も
貴
重
な
史
料
と
な
っ
て
い
る
が
、
今
回

は
四
年
余
の
歳
月
を
か
け
て
特
に
三
島
済
一
顧
問
の
発
案
に
よ
り
従
来

の
記
念
誌
を
超
え
る
「
日
本
の
眼
科
の
歴
史
」
を
編
纂
す
る
と
言
う
、

馬
嶋
昭
生
編
纂
委
員
長
両
氏
の
大
変
な
努
力
に
よ
り
各
責
任
編
集
委
員

の
下
に
多
く
の
委
員
が
参
加
し
、
日
本
の
眼
科
学
会
の
創
生
期
か
ら
現

在
に
及
ぶ
資
料
が
発
掘
さ
れ
、
整
理
さ
れ
た
。
ま
た
委
員
の
中
に
は
多

く
の
医
史
学
会
会
員
が
参
加
し
た
。

各
巻
の
責
任
編
集
委
員
は
、
第
一
巻
、
三
島
済
一
、
内
田
幸
男
、
第

二
巻
、
内
田
幸
男
、
第
三
巻
、
丸
尾
敏
夫
、
第
四
巻
、
渡
邊
郁
緒
、
第

五
巻
、
三
島
済
一
、
第
六
巻
、
石
川
哲
、
第
七
巻
、
清
水
弘
一
と
な
っ

て
い
る
。
第
一
巻
は
明
治
時
代
の
医
学
の
発
展
と
眼
科
の
変
遷
が
記
述

さ
れ
、
多
く
の
貴
重
な
記
事
や
史
料
が
三
島
済
一
に
よ
っ
て
全
国
か
ら

集
め
ら
れ
、
多
く
の
新
事
実
が
発
見
さ
れ
、
膨
大
な
資
料
を
全
て
自
分

で
入
力
整
理
し
た
。
第
一
巻
に
記
載
さ
れ
た
事
項
の
殆
ど
は
二
巻
・
三

巻
の
大
正
時
代
か
ら
更
に
昭
和
へ
の
発
展
を
見
る
。
史
料
は
第
二
巻
、

日
本
の
眼
科
の
歴
史
・
大
正
・
昭
和
（
第
二
次
世
界
大
戦
終
結
迄
）
、
第
三

巻
、
昭
和
（
第
二
次
世
界
大
戦
後
）
及
び
平
成
編
（
平
成
七
年
三
月
末
迄
）

に
引
き
継
が
れ
記
述
さ
れ
て
い
る
。

第
一
巻
で
は
一
章
か
ら
十
一
章
に
構
成
さ
れ
、
第
一
及
び
二
章
明
治

医
制
と
医
学
教
育
（
特
に
眼
科
）
の
変
遷
、
第
三
章
及
び
五
章
医
学
雑
誌

（
眼
科
雑
誌
）
と
眼
科
専
門
地
方
学
会
の
発
展
、
第
四
章
日
本
眼
科
学
会

の
発
展
、
第
六
章
及
び
七
章
眼
科
医
と
国
際
関
係
国
政
及
び
医
政
、
第

八
章
陸
軍
、
海
軍
軍
医
と
眼
科
医
、
第
九
章
及
び
十
章
眼
科
と
公
衆
衛

生
、
病
院
、
施
療
、
第
十
一
章
眼
科
医
療
機
器
義
眼
、
眼
鏡
、
点
眼
薬
）

と
各
章
に
実
に
詳
細
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。

第
二
巻
で
は
第
一
章
医
学
教
育
制
度
の
発
展
か
ら
始
ま
り
、
第
二
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